



















































































































































（％） 小学校で 中学校で 高校で な　い 合　計
2005年度 25.8 43.3 25.8 5.0 100
2006年度 22.1 36.5 40.9 0.5 100
2007年度 24.0 35.9 39.6 0.5 100
2008年度 25.2 34.8 39.9 0.1 100
2009年度 27.2 35.0 37.6 0.2 100

















（％） 情報A 情報 B 情報 C 不明（忘れた） 合　計
2006年度 65.5 9.6 3.6 21.3 100
2007年度 59.2 7.3 3.4 30.2 100
2008年度 57.4 6.1 7.8 28.8 100
2009年度 49.8 9.2 4.4 36.6 100
2010年度 55.2 7.2 3.9 33.7 100
（％） １年生で ２年生で ３年生で 不明（忘れた） 合　計
2006年度 44.3 27.4 27.7 0.7 100
2007年度 43.8 21.9 28.5 5.8 100
2008年度 46.8 22.1 26.8 4.4 100
2009年度 48.4 21.3 25.0 5.2 100




























2006年度 30.2 53.5 16.3 100
2007年度 22.9 57.6 19.4 100
2008年度 33.0 54.1 12.9 100
2009年度 37.9 50.0 12.1 100
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（％） 得意だった どちらともいえない 苦手だった 合　計
2005年度  8.1 50.0 41.9 100
2007年度  9.5 50.9 39.6 100
2008年度 15.5 50.3 34.2 100
2009年度 13.6 52.8 33.6 100
2010年度 16.4 50.1 33.5 100
（％） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 合　計
2005年度 23.7 15.6 14.1 11.1 7.4 14.8 11.9 1.5 100
2007年度 19.7 18.8 14.2 13.1 7.7 13.1 13.1 0.4 100
2008年度 22.4 17.3 12.7  4.7 8.8 17.7 16.1 0.4 100
2009年度 20.7 18.7 12.8  6.1 8.0 17.3 15.2 1.1 100





































































































（％） 項目 A B C D E F G
2006年度
１ 63 82 62 19 26 65 1
２ 7 14 25 39 14 6 14
３ 12 2 0 0 31 29 0
４ 18 1 13 42 30 0 85
2007年度
１ 45 48 23 21 31 60 1
２ 30 33 65 48 15 8 21
３ 8 6 2 2 23 25 2
４ 17 13 10 28 31 6 76
2008年度
１ 37 42 16 25 31 60 2
２ 32 41 71 50 19 11 19
３ 11 8 2 3 27 23 1
４ 19 8 10 23 23 6 78
2009年度
１ 64 67 25 28 53 71 3
２ 17 22 66 55 11 8 18
３ 10 6 1 2 21 18 2
４ 9 5 8 16 15 3 77
2010年度
１ 55 59 26 33 43 67 3
２ 25 29 65 48 14 6 23
３ 11 6 1 2 29 22 2
４ 9 5 8 17 14 5 72
（％） 項目 H I J K L M N
2006年度
１ 16 9 11 22 8 0 2
２ 40 31 20 26 17 17 8
３ 4 10 0 5 0 0 0
４ 40 49 69 47 75 83 89
2007年度
１ 11 17 8 24 8 1 0
２ 45 35 24 30 26 18 8
３ 1 8 3 3 3 0 0
４ 43 40 65 43 64 81 91
2008年度
１ 8 18 9 27 11 2 1
２ 38 33 26 31 25 18 11
３ 1 13 8 2 2 1 0
４ 53 36 57 40 62 80 88
2009年度
１ 11 15 8 27 13 5 1
２ 28 46 47 47 21 17 10
３ 3 12 4 2 2 2 1
４ 59 26 41 24 65 77 88
2010年度
１ 10 19 10 39 15 3 0
２ 34 28 25 31 24 20 14
３ 2 12 5 4 3 1 1

























































（％） 情報のみ 数学も 理科も 外国語も 社会も 国語も 家庭科も その他 合　計
2006年度 31.1 29.1 22.3 1.9 6.8 3.9 3.9 1.0 100
2007年度 53.3 29.7  9.7 0.4 2.3 1.2 0.8 2.7 100
2008年度 53.2 27.2 10.7 1.1 2.4 0.9 3.3 1.1 100
2009年度 57.9 24.7  8.1 1.3 1.8 1.8 3.4 1.1 100
2010年度 61.8 21.3 10.3 0.8 2.1 0.9 1.8 1.1 100
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京大学の報告［1］でも存在したように、同様に
本調査でも存在していた。この履漏れが社会問
題化したのを受けて該当する各高等学校では改
善に取り組んでいるにもかかわらずである。
　高等学校で「情報」の教科が必履修化されて
から８年も経ち、せっかく小学校から高等学校
までの教育体系が整ったことになるにもかかわ
らず、これらのことから入学生全員が情報教育
の内容をすでに学習済であると想定するのには、
現時点では無理があることがわかる。つまり「情
報」教育によって情報の基本的スキル（コン
ピュータリテラシの部分も含め）が徹底されて
いるとはいい難い。
　ところで、教科「情報」は、学習指導要領の
見直しに伴い、文部科学省から2009年３月に公
示がなされ、高等学校学習指導要領が2013年４
月１日の入学生から年次進行により段階的に適
用することになった。これにより、従来の３科
目「情報A（２単位）、「情報B（２単位）」、「情
報 C（２単位）」から、必履修選択とされた科
目は「情報の科学的な理解」及び「情報社会に
参画する態度」に関する内容を重視した基礎的
な科目として「情報の科学（２単位）」と「社
会と情報（２単位）」という２科目になる。し
かし上述のように、無履修の学生がいる限りは
学習指導要領をいくら改善してもこれらの問題
はどうにもならない現状がある。
　しかしながら、これまでの調査を通じて、大
学教育における情報教育のあり方を考える上で
重要なデータが今年も得られているので、来年
度以降も継続して調査を行うことにより、さら
に詳細な調査データを蓄積・発表していくこと
を検討している。
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図９　高校で「情報」を担当した先生は次のどの科目を担当していましたか。
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